
・探究させる課題を与える 

・発言する場を設ける 

・意見交流を重視する 

・思考の変化を可視化する 

・「わかる喜び」を提供する 

・「認める」「褒める」を重視する 

・授業に見通しをもたせる 

・家庭学習を支援する 

小・中学校で学んだ、地域を「見る」「知る」「調べる」「考える」をベースに、 

ふるさとの活性化に向けた答えのない探究的な学びに取り組む。 

・小・中学校の教員と交流することで指導方法の共有が可能

となり、高等学校での指導方法を検討する情報になる。 

・小・中学校におけるふるさと教育の実践を知ることで１２

か年の「系統的な総合的な探究の時間」を模索できる。 

・読解力育成に向けて、各教科でどのような取り組みを実施

しているかを知ることができ、授業改善の材料となる。 

・日常の話題が授業のことで、普段の授業における困難さを

他の教員と共有することができる。 

上記に示した汎用的な力はふるさと教育においても重要 

 

 

 

 

  

  

  

○地域に貢献をするために必要

な基礎学力。 

○将来、直面する未知の課題に対

応できる応用力。 

○当事者意識の醸成し、自己実現

のために学ぶ意欲。 

○他者の言葉の真意を正しく判

断できる。 

○自己と異なる他者の考えを受

容できる。 

○情報を整理し、適切な行動を選

択できる。 

○他者と自己の考えの比較から、

自らアイデンティティ（自分ら

しさ）を確立する。 

○自己の考えの変化や成長を省

察し、適切な自己評価をするこ

とができる。 

 

ふるさと教育 


